
学校番号 1007 

平成 3１年度  芸術科（音楽） 

 

教科 芸術 科目  音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 ＭＯＵＳＡ１ （教育芸術社） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歌唱、楽器演奏、鑑賞の３つの分野を年間通して学習します。はじめは易しいところから徐々に

難度をあげていきます。 

・学習の到達度は実技テストの完成度、感想レポートの提出、出席状況を含む学習態度で評価しま

す。 

・音楽は、自分のイメージや感情を音や声で表現し、演奏する側、それを聞く側とが時間と空間を

共有する、しかも形が残らないという芸術です。ですが残らないからこそ一瞬一瞬の響きのもた

らす感動はかけがえのない経験になります。それは生涯ずっと心の中に積み重なって、みなさん      

の生きる力となっていくでしょう。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創

造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

自分の持つ声や表現を大切にし、合わせて他人の表現も大切にする心情を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への 

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱、器楽、

鑑賞の学習に主体的

に取り組もうとする。 

 

音楽の構造を知覚し、

聴き、自らも演奏する

活動の中で、どのよう

な声(音)を作るか、ど

のような表現をしよ

うかという意図、意欲

をもっている。 

歌唱の発声、楽器演

奏の技術を身につ

け、自分なりの表現

を創造的に行ってい

る。 

楽曲の背景、作曲者

の意図などの要素を

知覚し、演奏を解釈

したり音楽に対する

理解を深め、イメー

ジを豊かに膨らませ

て聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

実技の到達度テスト 

感想レポート 

観察 

実技の到達度テスト 

 

演奏発表 

観察 

観察 

感想レポート 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 
 

 
 

 
 

 

１
学
期 

～
歌
唱
、
楽
器
演
奏
の
基
本
を
身
に
着
け
、
音
楽
を
楽
し
む
力
を
広
げ
よ
う
～ 

{歌唱} 

・校歌 

・少年時代 

・浜辺の歌 

・星に願いを 

・カロ・ミオ・ベン 

・野ばら 

{器楽} 

アルトリコーダーの基本練習 

５音の曲～１オクターブの曲

～臨時記号のある曲 

・アメージンググレース 

・ト長調のメヌエット 

{鑑賞} 

ピアノ曲 

・バラード(ショパン) 

・ラ・カンパネラ(リスト) 

・メヌエット 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:自分の出す声、音に関心を持

ち、よい声、よい音を出そうと

意識し、主体的に取り組もうと

している。 

b:歌詞とメロディーをたどっ

ていく中で、発音、音程、フレ

ージングをコントロールし、意

図を持って表現しようとして

いる。 

自分の楽器で出したい音を確

実に出す技術を身につけ、表現

しようという意図を持ってい

る。 

C:表現したいことを具現化す

る技術を身につけている。 

d:メロディーやリズムの特徴、

表現上の工夫に関心を持ち、深

く鑑賞する姿勢を持っている。 

観察 

実技テスト 

 
 

 
 

 
 

 

２
学
期 

～
声
や
楽
器
の
音
色
を
感
じ
取
り
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う
～ 

あ
ん
さ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
も
う 

{歌唱} 

二部合唱～三部合唱 

・ホールニューワールド 

・見上げてごらん夜の星を 

ほか、クラス単位で選曲した

合唱曲 

{器楽} 

ギターの基礎と二重奏 

・歌劇[魔笛]より 

・小さな世界 

ギターとアルトリコーダーを用

いた三重奏 

・ロンド 

{鑑賞} 

ギター曲 

・アルハンブラの想い出 

・アランフェス協奏曲 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:メロディーや歌詞があらわ

す情景や心情に関心を持ち、イ

メージを持って歌う学習に主

体的に取り込もうとしている。 

声や音のハーモニーや響きに

関心を持ち、合わせる事で生ま

れる雰囲気を感受し、より美し

い音楽を主体的に求める姿勢

を持っている。 

b:メロディーの流れやリズム

の変化を知覚し、自分はどのよ

うなイメージで演奏を作るか

を主体的に考えている。 

c:スムーズに演奏をコントロ

ールする技術を身につけてい

る。 

d:ギター曲の特徴、雰囲気を知

覚し、理解を深め美しさを感じ

取って聴いている。 

観察 

実技テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想レポート 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
学
期 

  

 
 

 
 

～
自
分
た
ち
で
作
る
響
き
を
感
じ
取
り 

音
楽
の
多
彩
な
表
現
に
触
れ
よ
う
～ 

{歌唱} 

・混声３部合唱[春に] 

{器楽} 

グループに分かれて自由アン

サンブル 

・短く、わかりやすい簡単な曲

をベースに、自由にアレンジ

してアンサンブルを作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

{鑑賞} 

室内楽曲 

・ピアノ五重奏「ます」 

オーケストラ曲 

・交響曲第７番 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:歌詞、メロディーの構成をよ

く感じ取り、ふさわしい声や歌

い方を主体的に工夫している。

ハーモニーの響きを意識して

取り組んでいる。 

自由に楽器を選択しリズムや

メロディーをアレンジして、楽

しいアンサンブルを自分たち

で作ろうとする姿勢がある。 

b:歌い方の強弱や歌詞の発音

の仕方など、美しく聞こえるハ

ーモニーを作るにはどうすれ

ばよいか考えている。 

メロディー、リズム、ベースラ

インをどの楽器にどう振り分

けるかを工夫し、より面白くす

るにはどうすればよいかを考

えている。 

c:イメージを持って合唱する

ために必要な歌唱の技能(姿

勢、呼吸、発音など)を身に着

け、他生徒と協力して創造的に

表現している。 

イメージに沿ったアンサンブ

ルに必要な楽器演奏の技能を

身につけている。 

d:他グループの演奏のよいと

ころ、個性的なところを感じ取

り、認めながら鑑賞している。 

 

a:弦楽器の響き、オーケストラ

のサウンドに関心を持ち、楽曲

の背景や特徴を理解しようと

している。 

d:音楽の幅広い表現を知覚し、

より深く味わって聴いている。 

 

観察 

実技発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想レポート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:表現の創意工夫 

c:技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


